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今
村 

直
登 

議
員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

の
接
種
中
止
を
！

今
村　

小
6
か
ら
高
1
ま
で
の
児
童
・
生

徒
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
行

わ
れ
て
い
る
。
全
国
で
接
種
後
に
今
後
の

人
生
を
狂
わ
す
よ
う
な
重
篤
な
副
作
用
が

出
て
い
る
。
国
も
こ
の
事
実
を
一
部
認
め
、

積
極
的
勧
奨
を
控
え
任
意
と
し
た
。
本
市

で
も
重
篤
な
副
作
用
が
出
た
高
校
生
が
い

る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

い
ろ
ん
な
予
防

接
種
が
あ
る
が
リ
ス
ク
は
必
ず
あ
る
。
こ

の
4
月
か
ら
定
期
接
種
に
な
っ
た
が
、
現

在
は
任
意
だ
。

契
約
の
病
院

に
接
種
の
効

果
、
リ
ス
ク

等
に
つ
い
て

説
明
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

今
村　

こ
れ
ま
で
も
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ヤ

コ
ブ
病
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
た
血

液
製
剤
等
々
、
薬
害
事
件
が
起
き
て
い
る
。

因
果
関
係
を
実
証
す
る
に
は
何
十
年
も
か

か
る
。
ワ
ク
チ
ン
と
い
え
ば
体
に
良
い
と

思
い
が
ち
だ
。
接
種
後
、
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
副
作
用
が
出
て
い
る
以
上
、
中
止

す
べ
き
だ
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

予
防
接
種
法
と

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
中
止
と
は
な
ら
な

い
が
、
副
作
用
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
接
種
を
控
え
る
よ
う

周
知
す
る
。

今
村　

フ
ッ
化
物
洗
口
（
う
が
い
）
に
つ

い
て
、
先
進
国
ア
メ
リ
カ
で
は
規
制
が
行

わ
れ
て
い
る
。
国
内
で
も
、
日
弁
連
等
も

反
対
の
意
見
書
を
あ
げ
て
い
る
。
本
市
の

状
況
は
。

学
校
教
育
課
長　

申
し
込
み
の
あ
っ
た
子

ど
も
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

今
村　

何
が
秘
密
か
が
秘
密
と
言
わ
れ
る

国
民
弾
圧
法
が
自
公
の
強
行
に
次
ぐ
強
行

で
成
立
し
た
。
安
倍
政
権
が
進
め
る
戦
争

す
る
国
に
す
る
た
め
の
第
一
歩
だ
。
こ
ん

な
法
が
許
せ
る
の
か
。

総
務
課
長　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は
あ
る

が
、
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
で
決
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
の
で
、
地
方
公
共
団
体
と

し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
。
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まちづくりの各種計画

西
嶌 

隆
博 

議
員

中
小
企
業
等
振
興

　

基
本
条
例
に
つ
い
て

西
嶌　

中
小
企
業
等
振
興
基
本
条
例
に
伴

う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
成
果
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

商
工
振
興
課
長　

本
年
7
月
か
ら
申
請
を

開
始
。
9
月
末
を
も
っ
て
予
算
額
6
0
0

万
円
に
達
し
た
の
で
受
付
を
終
了
し
て
い

る
。
申
請
件
数
は
49
件
。
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
総
契
約
額
は
、
約
9,
4
3
0
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
登
録
事
業
者
数
は
28
社
。

　

今
回
の
助
成
制
度
の
助
成
金
は
、
地
域

で
利
用
で
き
る
商
品
券
交
付
で
、
商
品
券

取
扱
店
は
12
月
1
日
現
在
、
64
店
舗
の
登

録
。

　

11
月
末
ま
で
の
商
品
券
引
き
換
え
枚
数
は
、

4,
9
5
2
枚
の
4
9
2
万
5,
0
0
0
円

分
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
事
業
で
商
品
券
活
用
の
仕
組
み

が
で
き
た
の
で
、
ほ
か
の
補
助
金
で
商
品

券
交
付
に
切
り
替
え
る
事
業
が
あ
れ
ば
、

商
品
券
活
用
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

市
長　

今
後
の
域
内
循
環
が
さ
ら
に
加
速

す
る
状
況
下
で
あ
れ
ば
予
算
増
額
も
検
討

す
る
。

西
嶌　

空
き
家
、
空
き
地
等
対
策
の
現
状

に
つ
い
て
。

総
務
課
長　

総
務
省
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
総
数
で
2,
1
4
0
戸
、
総
住
宅
数

の
10
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

西
嶌　

当
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

管
理
不
全
な
空
き
地
が
引
き

起
こ
す
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
活

環
境
等
に
大
き
な
妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら

発
生
の
防
止
及
び
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

で
、
よ
り
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
目
的
で
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
作
る
と
こ
ろ
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

条
例
を
制
定
し
た
場
合
で
も
、
関
係
団

体
や
各
種
の
専
門
家
を
含
め
た
空
き
家
対

策
に
関
す
る
協
議
会
、
ま
た
は
検
討
会
等

の
組
織
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

西
嶌　

有
識
者
、
地
域
住
民
、
住
宅
所
有

者
、
事
業
所
等
と
連
携
し
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
手
段
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
手
法
を
検
討

で
き
る
協
議
会
設
置
を
要
望
す
る
。

 
重
篤
な
副
作
用
の
あ
る
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
中
止
を

中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を

特
定
秘
密
保
護
法
案
は
廃
止
を

上
田 

欣
也 

議
員

待
っ
た
な
し
！

　

持
続
可
能
な
人
口
増

上
田　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
は
所
期
の
目

的
を
ど
こ
ま
で
達
成
し
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長　
「
健
康
都
市
こ

う
し
」
の
実
現
を
柱
と
し
て
、
大
学
や
企

業
等
と
の
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
、
そ

れ
を
生
か
し
た
事
業
等
を
行
っ
た
こ
と
。

ま
た
九
州
地
方
整
備
局
主
催
の
「
ま
ち
づ

く
り
相
談
会
」
で
の
協
議
を
始
め
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
今
後
も
幅
広
く
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
戦
略
室
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
た
い
。

上
田　

市
長
か
ら
、
情
報
収
集
を
行
う
セ

ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
あ
っ
た
が
。

市
長　

ど
の
地
域
に
住
ん
で
も
同
じ
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

を
施
策
に
落
と
し
て
い
く
部
署
と
し
て
、

戦
略
室
を
作
っ
た
が
、
現
在
の
組
織
体
系

で
は
政
策
一
元
化
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
も
っ
と
簡
略
化
し
て
、
市
長

直
轄
で
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
発
信
を
す

る
部
署
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

上
田　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
で

予
測
し
た
以
上
に
市
の
人
口
が
増
え
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
の
増
加
を
歓
迎
す
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長　

一
般
的
に
自
治

体
に
と
っ
て
人
口
増
加
は
喜
ば
し
い
が
、

市
街
化
区
域
周
辺
だ
け
に
集
中
す
る
の
は

歓
迎
で
き
な
い
。
下
水
道
設
備
等
の
再
整

備
に
膨
大
な
費
用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ

る
か
ら
だ
。
し
か
し
市
街
化
調
整
区
域
の

人
口
増
加
に
は
取
り
組
む
べ
き
だ
。

上
田　

１
年
以
上
前
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク

構
想
の
話
が
出
て
い
る
が
現
状
は
。

商
工
振
興
課
長　

観
光
物
産
協
会
の
事
業

で
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
空
き
家
等
の
情
報
収
集
の
根
拠

と
な
る
条
例
制
定
が
必
要
に
な
る
。

上
田　

住
生
活
、住
宅
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
が
必
要
と
考
え
る
が
。

事
業
部
長　

市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
中
で
、
民
間
の
集
合
住
宅
、
空
き

家
の
活
用
等
の
費
用
対
効
果
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
、
今
後
の
住
宅
政
策
の
方
針
を

出
し
た
い
と
考
え
る
。

　子
育
て
支
援
の

　

さ
ら
な
る
充
実
を
！

濱
元
幸
一
郎 

議
員

濱
元　

就
学
援
助
制
度
の
合
志
市
の
現
状

は
。
こ
の
間
の
利
用
者
の
推
移
は
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
25
年
度
の
前
期
で

小
中
学
校
の
就
学
援
助
対
象
児
童
・
生
徒

数
は
合
計
し
て
5
1
7
人
。
平
成
17
年
度

で
2
4
4
人
。
2
・
1
倍
に
な
っ
て
い
る
。

濱
元　

8
月
に
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
が
行
わ
れ
た
。
就
学
援
助
の
認
定
に
も

影
響
す
る
。
市
の
認
定
基
準
は
、
生
活
保

護
基
準
の
1
・
0
倍
。
就
学
援
助
を
利
用

し
て
い
る
ご
家
庭
が
利
用
で
き
な
く
な
る

心
配
が
あ
る
。
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

の
合
志
市
で
の
影
響
は
。

学
校
教
育
課
長　

今
回
は
対
象
か
ら
外
れ

る
人
は
い
な
い
。

濱
元　

今
後
も
就
学
援
助
が
必
要
な
ご
家

庭
に
は
、
し
っ
か
り
保
障
す
る
こ
と
を
求

め
る
。
ま
た
市
の
就
学
援
助
認
定
基
準
は

厳
し
す
ぎ
る
。
生
活
保
護
基
準
の
1
・
2

倍
、
1
・
3
倍
と
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
ま
た
年
2
回
の
援
助
費
支
給
を
菊
池

市
や
菊
陽
町
な
み
に
年
3
回
に
す
べ
き
。

教
育
部
長　

実
際
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、

個
々
の
生
活
の
実
態
に
合
わ
せ
て
適
切
に

判
断
し
、
弾
力
的
、
柔
軟
に
運
用
し
て
い

る
。
今
後
も
そ
う
い
う
形
で
収
入
と
そ
の

生
活
の
実
態
で
、
学
校
教
育
課
の
ほ
う
で

適
切
に
判
断
を
し
て
、
就
学
援
助
制
度
の

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長　

支
給
を
年
3
回
に
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
事
務

処
理
上
困
難
で
あ
る
。

濱
元　

菊
池
市
、
菊
陽
町
、
そ
し
て
新
た

に
大
津
町
も
中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
実
施
。
県
内
で
は
〝
子
ど
も
の

医
療
費
は
義
務
教
育
終
了
ま
で
無
料
に
〞

と
い
う
流
れ
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
更
な
る
拡
充
の
た
め
、
合

志
市
で
も
実
施
を
す
べ
き
だ
。

市
長　

や
ら
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
受
け
皿
を
し
っ
か
り
と
や
り
た
い
。

財
政
の
安
定
の
た
め
に
、
ま
ず
一
所
懸
命

今
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　 

　


